
【「被扶養者調書（再認定）：配偶者等」のご提出に関する補足資料】

【作業手順】

(1) 被扶養者（ご本人）と調書該当者の方（ご家族）の同居、別居のいずれかに必ずチェックを入れてください。

＜ポイント＞

　・別居で「単身赴任」にチェックをされた方は、送金実績確認書類の添付が免除されます。

　・別居で「単身赴任」にチェックがない方は、預金通帳の写し等送金実績が確認できる書類の直近３ヶ月分をご提出ください。

(2) 「1.専業主婦（夫）である。～5.年金受給者である。」を〇で囲んだ方は、必ず以下のいずれかの書類を１つ添付願います。

①直近の課税証明書　②非課税証明書　③所得証明書

　※但し、「6.就職等により被扶養者に該当しなくなった。」を〇で囲んだ方は上記書類は必要ありません。

＜ポイント＞

被扶養者の方の直近の１年間の控除前の収入を確認させていただくため、役所が発行した書類を確認のための正式書類として依頼しております。

上記書類は発行する市区町村により名称が異なりますので、代表的な書類名を複数列記しております。該当書類は発行元の役所にご確認願います。

(3) 「1.専業主婦～6.被扶養者に該当しなくなった」について必ずいずれかを〇で囲んでください。

　※主な事例を挙げさせていただきます。

　　・奥様が専業主婦である場合、「1.専業主婦（夫）である。」を〇で囲んでください。

　　・奥様がパート等をされている場合、「3.現在パート・アルバイト中である。」を〇で囲んでください。

　　・無職のお母さまが老齢年金を受給している場合、「2.現在「無職」である。」と「5.年金受給者である。」を２つ〇で囲んでください。

＜ポイント＞

　以下項目に関して右記の具体的ケースを参考に該当を〇で囲んでください。

＜該当項目＞ ＜具体的なケース＞

1.専業主婦（夫）である。 ：配偶者（妻・夫）で無職の方が該当します。

2.現在「無職」である。　 ：配偶者以外（父、母、兄、弟、姉、妹等）の方で無職の方が該当します。

3.現在パート・アルバイト中である。　 ：主婦等ご家族がパート等で働いている方が該当します。

  失業給付受給中である　　　　　　 ：主婦等ご家族が失業給付を受けている方が該当します。

4.自営業である。　　　　 ：理容室経営、アパート経営、自宅での塾経営等、自営業を営んでいる方が該当します。

5.年金受給者である。 ：老齢年金や障害年金等を受給されている方が該当します。（上記1.～4項との重複選択となります。）

6.就職等により被扶養者に該当しなくなった。：資格喪失手続きを行いますので、被扶養者異動届と被保険者証を速やかにご提出ください。

(4) 　以下項目についてご確認の上、所属の被扶養者調書提出先ご担当者様へ「８月２０日」までにご提出願います。

　※提出方法、提出先等詳細につきましては、所属の被扶養者調書提出先ご担当者様へご確認願います。

＜ご提出前のチェックポイント＞

①被保険者氏名欄右横に捺印はしましたか？

②同居、別居（単身赴任）の欄のいずれかににチェックしましたか？

③直近１年間の控除前収入の確認書類は添付しましたか？（除く「6.就職等により被扶養者に該当しなくなった。」を〇で囲んだ方）

④その他該当番号別の提出書類は添付しましたか？（申立書、確定申告書、年金支払通知書、被扶養者異動届等）

（２）

（３）

（１）


